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元 衆議院議員(2009～2012) 

大阪府第 16 区 
（堺市 堺区・北区・東区） 

        
 
 
 
 
  
 
 
 
                    
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

森山総支部長プロフィールご紹介 
●堺生まれ、堺育ちの 45 歳 

●妻・長男・次男と向陵西町在住 

●昭和４６（１９７１）年４月８日 

金岡病院（北区）で生まれる 

●堺市立新金岡小学校（北区）入学 

錦西小学校（堺区）卒 

●堺市立月州中学校（堺区）卒 

               ＜水泳部＞ 

●大阪府立三国丘高校卒 

          ＜柔道部・生徒会＞ 

●明治大学法学部卒＜雄弁部＞ 
 ※学生時代よりカンボジア・旧ユーゴスラビア・

ロシア・阪神大震災などでボランティア活動 

●元 関西テレビ放送 

 （営業企画部・報道部記者） 

●元 堺市議会議員（１期 1999～2003） 

●元 大阪府議会議員（１期 2003～2005） 

●工場研修（東区） 

●芦屋大学元客員教授 

●羽衣国際大学 元客員助教授 

大阪府第 16 区版 

森山浩行事務所 
〒590-0077 

堺市堺区中瓦町１－４－２５  

熊田ビル３階 

TEL： ０７２-２３３-８１８８ 

FAX： ０７２-２３３-８１８５ 

Mail： o f f i c e @ m o r i y a m a . c l u b   

HP： www.m o r i y a m a . c l u b  

Facebook： genki .m0rim0ri  

Twitter: ＠MORIYAMAhiro 

 

日常の活動は

Facebook

にて発信中！ 

「ひとつの嘘をつくと、それを守るために約三十の嘘をつかなくて
はならなくなる」 

「約三十の嘘」という映画のセリフを思い出しています。 
 

国会予算委員会の中継をみていて「もう、見たくないわ！」という
お声。 

「会った」、「会っていない」、「言った」、「言っていない」、言を左右
にして逃げの答弁をする姿、美しくありません。 

ばれたら認める、ばれるまではシラをきる態度、教育によくありま
せん。 
 

２月から追求の続く「森友学園」の小学校予定地問題には前例のな
い不自然で大幅な値引きと政治家の関与（財務省、国交省、大阪府）、
首相夫人の名誉校長問題、既設の幼稚園や保育園における児童虐待を
疑われる事例など、次から次へと疑惑が出てきます。 
 

「本来ある国民の権利、知らされるべき情報、面談できる環境」が
一部国民にのみ開示され、あるいは、役所や関係団体のミスや恣意に
よって隠ぺいされたりアクセスできない状況であるときに、政治家が
「陳情」を受けてオープンにアクセスできるようにする、というのは
よくあることです。しかし、それを踏み越えて一部国民だけの便宜を
図り、利権をむさぼることがあってはなりません。 
 

連日報道され、徹底追及は間違いない情勢の中でもう逃げることは
できません。 

真相を知る者はしっかり説明し、国民の税金をムダ遣いしたことに
ついて責任ある者は謝罪すること。 
 

まずは、すみやかな全容解明すべきであることはいうまでもありま
せん。 

そして、幼稚園や保育園で行わ 
れているといわれる児童虐待の 
疑い事例について調査し、「教育 
の内容と実態」も明らかにしなけ 
ればなりません。 
 

「ひとづくりはくにづくり」 

子どもたちの笑顔と未来のために！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
森山浩行ホームページも是非ご覧ください。過去の活動報告書もご覧いただけます。www.moriyama.club/ 

 

 

お名前 (ﾌﾘｶﾞﾅ) お誕生日         年      月      日 

年齢 （     ）才 

ご住所 （〒    －    ） 

［            小学校区］ 

E メール 

TEL/FAX 

※ 個人情報保護の観点より、ハガキではなく FAX 通信用紙の形式でお届けさせていただいています。ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

森山浩行へメッセージ ＦＡＸ返信：０７２-２３３-８１８５ 

   
お問い合せは      
森山浩行事務所まで      
TEL.０７２-２３３-８１８８ 

@MORIYAMAhiro 

http://www.facebook.com/genki.m0rim0ri  

Twitter 

facebook 

                                                     

                                                     

 
詳しくは森山浩行事務所までお問合せ 

ください。 
   
    
 
 
今の政治や社会や堺について、森山浩行

と語り合いましょう！  

3 月13 日(月)19:00～ 
堺市産業振興センター 
3F ミーティングルーム 
(堺市北区長曾根町183-5)  
3 月26 日(日)15:30～ 
堺市立青少年センター 
3F 第2 研修室 
(堺市堺区柳之町西1-3-19) 

お越しの際は公共の交通機関をご利用ください 

 
 

 

3 月31 日(金)5:07～0:41 
地下鉄御堂筋線 なかもず駅 

1 号 2 号出口にて 
 
民進プレスの配布を始発から終電まで

の時間行います。 

２１世紀政経フォーラム 
※講演会+立食形式の政治資金パーティー 

 

in 東京 

日時：3 月 14 日(火)18:30～ 

会場：星陵会館シーボニア 
(東京都千代田区永田町2-16-2) 

  
ゲスト：沖大幹 
(水循環基本法フォロー 
アップ委員会座長・ 
東京大学生産技術研究所 
教授) 

 

 
 
「現場では外国の活動家たちにも全然負けないがんばりをしている多く

の活動家がいる。でも、100 円募金ではなく、継続的に資金や物資のバッ

クアップをする体制が弱いのが、日本のボランティアの弱点だ」 
 

学生時代のカンボジアに学校をつくるボランティア活動や阪神淡路大

震災の災害援助の経験が森山浩行の社会活動のスタートでした。 

関西テレビでも多くのボランティア活動を取材し、夕方ニュースの特

集にしました。 

そんな森山がさまざまな活動をし、政策を実施する中、堺市議会議員

として議会で要望し実現した唯一の「ハコモノ」、それは「新築する堺市

役所本館にＮＰＯセンターを設置すること」でした。 

ボランティア元年といわれた阪神淡路大震災後、ＮＰＯ法成立を受け

て多くのＮＰＯが誕生していました。そんな中、「活動自体は現場を踏ん

でよ～くわかっているが、役所の形式に沿った煩雑な事務や申請など団

体運営についてはよくわからん！」という団体が多数ありました。 

できたばかりの「日本ＮＰＯ学会」のメンバーにもなっていた森山は

全国の事例を見聞きして研究し、「市役所内における中間支援施設の必要

性」を訴えることになります。 

その時丁度、「平成 16 年に開庁する堺市役所本館」の工事がスタート

するタイミング。各地の事例を紹介し意義を説きながら市役所の担当者

に「役所の直営ではなく、ＮＰＯがＮＰＯを支援する施設を市役所一階

に入れてほしい」と要望を重ねました。 

「今なら、市役所の一階にＮＰＯセンターをつくれば先進事例になる」 

･･････何度も折衝の末、市役所本館と同じ「平成 16 年」にオープンする

ことが決まりました。  
●堺市市民活動コーナー http://www.sakai-npo.jp/ 

 
衆議院議員一期目にはＮＰＯの議員連盟やプロジェクトチームなどで

寄付した人が控除できる「税制優遇の拡大」を目玉とするＮＰＯ法改正

に取り組み、各地への説明に行く段取りをしていました。ところが東日

本大震災でそれどころではなくなりました。そこで森山は、阪神大震災

の災害援助経験のある議員たちと震災ボランティア室をたちあげ現地と

の連絡調整をする窓口に。森山の担当は妻の生まれた地でもある「茨城

県」。神戸‐茨城のスカイマーク便での物資輸送など、あらゆる手をつか

い、正式な行政の動きだけではフォローしきれない細かいニーズをふく

め現地をバックアップする役割を担いました。 

「みずから考え、動く」現場に重点を置く市民活動やボランティア活

動に、森山は学生時代から記者、議員としてかかわってきました。今後

も引き続き、これらの活動への日本社会全体としてのバックアップ体制

の構築に取り組んでいきます。 


